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「教科学習におけるタブレット

PC」というと「学習者用のデジ

タル教科書」（文部科学省, 2011）
を思い浮かべる人も少なくないだ

ろう。多機能で操作が簡単なタブ

レット PC がこのハードウェアと

なる可能性は高い。理想のデジタ

ル教科書に必要なコンテンツは何

か，それをどのように活用すべき

か，という議論には，これまでの

マルチメディアやインターネット

を用いた学習についての心理学研

究が大きく貢献するだろう。今回

はその議論から離れ，教科学習に

必要な基礎的スキルにかかわるタ

ブレット PC の役割と可能性につ

いての紹介を行う。

基礎的スキルの習得が困難な学

習者

「読み」「書き」「計算」は教科

学習の前提となる基礎的スキルで

ある。これらの習得には，基本的

には反復練習が必要である。しか

し，まじめに何度も練習しても習

得できなかったり，その速度が向

上しなかったりする児童・生徒が

いる。たとえば，LD，ADHD，

アスペルガー症候群などの発達障

害をもつ子どもは，認知能力の偏

りから，基礎的スキルの習得と使

用に困難を示すことが多い。発達

障害はスペクトラムのようなもの

であるため，診断は受けていなく

ても同様の困り感を持つ者は多く

存在するだろう。文部科学省は

大してしまう。

このような事態を防ぐために，

テクノロジーを活用して基礎的ス

キルが必要な段階をとりあえず突

破させ，より高次の学習に参加さ

せようというアプローチが存在す

る（中邑, 2007）。読むことが難

しいなら読み上げソフトを，書く

ことが難しいならワープロを使用

させて，教科学習への参加を促す

のである。

当然のことであるが，テクノロ

ジーによる学習支援も学習者の特

性に合わせて行う必要がある。た

とえば「読むことが難しい」とい

ってもその原因は，視覚や注意の

機能から音韻処理の機能まで多様

にあり，それぞれに応じたテクノ

ロジーを用意しなくてはならない。

しかし，タブレット PC が一つあ

ればその必要はなくなる。タブレ

ット PC にはたとえば「拡大」や

「読み上げ」など支援にかかわる機

能をいくつも搭載でき，拡大の倍率

や読み上げ速度の調節もできる。

学習者がそれぞれの認知特性にあ

わせてカスタマイズできる点がタ

ブレット PC の魅力の一つである。

読み困難を支援するタブレット

PCの導入実践

実際の学習場面において，子ど

もはそれぞれの特性にあわせてタ

ブレット PC を活用することがで

きるのだろうか。筆者らは基礎的

スキルの中でも「読み」に着目し

2002 年に，知的発達に遅れはな

いが学習面や行動面に著しい困難

を持つ児童が通常学級に 6.3 パー

セント（30 人学級に 1 ～ 2 人）

いると報告した（文部科学省 ,

2002）。近年は特別支援教育への

関心が高まってきたのか，筆者が

各地で出会った教員の多くは，通

常学級内の学習面で気になる子ど

もを 3 ～ 5 人は挙げていた。決

して少なくない人数である。

基礎的スキルが習得できていな

いと，たとえば国語で物語文章を

理解したり，自分の考えを作文し

たり，算数で文章題に取り組んだ

りといった，より高次の教科学習

への参加が困難になる。学校生活

の大部分を占める教科学習に脱落

する子どもは，自尊心を低下させ，

不適応を起こす可能性も出てく

る。義務教育の間だけでも，学習

者全員が同じ「学び」の土俵にの

ることを保証する必要があるので

はないか。

テクノロジーによる学習支援

基礎的スキルの習得が困難な学

習者には，通級指導などでそれぞ

れの認知特性に応じた個別のトレ

ーニングがなされることが多い。

その結果，ある程度の改善がみら

れることもあるが，それだけでは

追いつけないケースもある。基礎

的スキルの習得が完了するまで通

常学級の授業に参加できないので

あれば，学習の遅れがどんどん拡
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て，タブレット PC による学習支

援の効果を検討した（a橋他 ,

2011 ； 2012）。読み困難を支援

するために，指で触れた箇所の文

字の音声情報が提示でき，ピンチ

アウトの操作によって文字が拡大

できるタブレット PC 用アプリケ

ーション“Touch & Read”を開

発した（図 1）。これらの機能に

よって，読み困難の原因である音

韻処理と視知覚の困難を補うこと

ができる。メニュータブがなく直

感的に操作ができることも特徴の

一つであり，低学年児でも使用で

きる（図 2）。
公立小学校の通常学級に在籍す

る読みに困り感を持つ児童（小学

1，4，6 年生，各 7 ～ 9 名）にこ

のアプリを搭載したタブレット

PC を配付し，国語の授業中に紙

の教科書の代わりに使用させた

（a橋他, 2011）。対象児にはそれ

ぞれの認知特性にあわせた活用法

の指導は行わなかった。それにも

様子も観察された。

タブレット PCを用いた教育の

今後の可能性

タブレット PC やスマートフォ

ンを保持する人口が急速に拡大

し，これらとともに生きる時代と

なってきた。われわれ成人の中に

も，読み書き計算はもちろんのこ

と，知識の貯蔵庫としてテクノロ

ジーを活用している者は少なくな

いだろう。社会のこのような変化

に応じて，学校教育に求められる

ものも変化してきているのではな

いだろうか。

もちろん，タブレット PC があ

ればすべて解決するわけでも，基

礎的スキルを習得させるための反

復練習がまったく必要ないわけで

もない。学習目標に照らし合わせ

た指導者の創意工夫がなければ教

育は成立しない。ただ，テクノロ

ジーによって代替できる能力を習

得させることが教育の最終的な目

標ではないはずである。多様な学

び方を提供できるタブレット PC

は，すべての子どもをより本質的

な「学び」に参加させるための有

効なツールとなりえるだろう。
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かかわらず，

視知覚に困難

があると考え

られた児童は

拡大を，音韻

処理に困難が

あると考えら

れた児童は読

み上げの機能

を自発的に使

用していた。

このことは，

児童が自分の

認知特性にあわせて，タブレット

PC の機能を選択して活用できる

可能性を示している。また，対象

児の単元の到達度は，タブレット

PC を使用しなかった単元に比較

して上昇したことも示された。

特定の児童だけではなく通常学

級内の児童全員（小学 1 ～ 6 年

生，各 30 名程度）に同じタブレ

ット PC を配付したところ，児童

によっては紙の教科書に戻って授

業を受けることが観察され，それ

ぞれが自分の学びやすい環境を選

択したことが考えられた（a橋

他, 2012）。読みに困難を持つ児

童はタブレット PC の使用を続

け，使用前よりも単元の到達度を

上昇させた。

以上の実践から，児童は複数の

機能が搭載されているタブレット

PC をそれぞれの認知特性にあわ

せて活用できることが示唆され

た。そして，単元の到達度が上昇

したことから，タブレット PC に

よって「読み」という基礎的な学

習プロセスをクリアすることで，

文章理解という高次の学習活動に

参加できたことが考えられた。対

象となった読み困難児の中には，

授業中に学習支援員による補助を

受けていた者もいたが，タブレッ

ト PC の導入によってそのような

補助がなくとも授業に参加できる

読み上げ速度の調節ボタン

ピンチアウトによる拡大

「ステップ読み」ボタン

「自動読み」ボタン

「直接タッチ」による読み上げ

図 1 “Touch & Read”の概要

図 2 児童の取り組みの様子


